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明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置

県
の
後
、
彦
根
城
は
井
伊
家
の
手
を
離

れ
、陸
軍
の
管
轄
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

五
月
、
当
時
、
彦
根
城
を
所
管
し
て
い

た
宮く

内な
い

省し
ょ
う

を
経
由
し
て
井
伊
家
に
下
賜

さ
れ
、
再
び
同
家
の
所
有
と
な
り
ま
し

た
。

 

こ
の
簿ぼ

冊さ
つ

は
、
こ
の
時
か
ら
同
三
十

六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
ま
で
の
彦
根

城
の
保
存
管
理
と
利
用
に
関
す
る
諸
書

類
の
原
本
や
そ
の
写
し
を
、
井
伊
家
が

綴と

じ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
城
郭
の

土
地
登
記
や
建
物
等
の
修
復
、
城
内
の

土
地
・
建
物
の
貸
与
等
の
詳
細
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
彦
根
城
の
み
な
ら
ず
、

近
代
の
城
郭
の
保
存
管
理
と
利
用
方
法

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
、
貴
重
な
史
料
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
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を
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世
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世
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

12
月
～

月
3

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

1111
2727

（土）（土）

1212
2424

（金）（金）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

11
11

（（土・祝土・祝））

22
22

（水）（水）

■
日　

時　

１
月
８
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

古
来
、
日
本
で
は
、
多
く
の
年
を
重
ね
た

尉じ
ょ
う

や
姥う

ば

は
、
神
に
近
い
存
在
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
能
に
は
、
二
人
の
年
老
い
た
神
が
世

を
言
祝
ぐ
「
翁お

き
な

」、
相あ

い

生お
い

の
松
の
精
で
あ
る

睦
ま
じ
い
老
夫
婦
が
登
場
す
る
「
高た

か

砂さ
ご

」、

不
老
不
死
の
霊
水
で
長
寿
を
得
た
仙
人
が
御

代
の
繁
栄
を
祝
う
「
枕

ま
く
ら

慈じ

童ど
う

」
と
い
っ
た
、

老
体
の
神
や
精
霊
を
主
役
と
す
る
め
で
た
い

演
目
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
展
で
は
、
こ
れ

ら
の
演
目
を
通
し
て
、
祝
う
べ
き
老
い
の
世

界
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
室
１

特
別
公
開

　

江
戸
時
代
、
大
名
家
で

は
、
姫
君
の
婚
礼
に
際
し

て
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど

の
道
具
一
式
を
調
え
て
婚

家
に
持
参
す
る
慣
わ
し
が

あ
り
ま
し
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、

井
伊
家
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～
一
九
二
七
）
が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際
に
も
、
大
揃

え
の
婚
礼
調
度
と
と
も
に
、
雛
と
雛
道
具
が

調
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
弥
千
代
の

雛
と
雛
道
具
を
、
地
元
の
旧
家
に
伝
え
ら
れ

た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と
と
も
に
一
挙
に
公

開
し
ま
す
。
桃
の
節
句
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や

か
な
雛
の
飾
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

２
月
５
日（
土
）14
時
～（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田 
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

22
55

（土）（土）

33
77

（月）（月）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

　

室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
、
敵
味
方
が
入

り
乱
れ
た
激
し
い
戦
い
が
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
場
で
は
、
甲
冑
を
は
じ

め
、
槍や

り

や
刀
が
主
立
っ
た
武
具
で
し
た
が
、

そ
れ
ら
に
加
え
、
将
の
位
置
を
示
す
旗
や
兵

に
指
示
を
出
す
采さ

い

配は
い

な
ど
も

重
要
な
道
具
で
し
た
。
本
展

で
は
、
集
団
戦
で
用
い
ら
れ

た
武
具
を
通
じ
て
合
戦
に
お

け
る
井
伊
軍
の
実
態
に
迫
り

ま
す
。

■
日　

時　

３
月
12
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

33
1111

（金）（金）

44
1212

合合か

っ

か

っ

戦戦せ

ん

せ

ん

の
現
場

の
現
場

　
　
　
　

  

――  

井
伊
家
の
軍
勢
と
集
団
戦

井
伊
家
の
軍
勢
と
集
団
戦
――（火）（火）

2021
年

2022
年

■
日　

時　

11
月
27
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

蔭
山 

兼
治
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

江
戸
時
代
ま
で
の
彦
根
城
は
、
軍
事
・
政

治
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
藩

主
井
伊
家
や
そ
の
一
族
、
家
臣
、
出
入
り
の

町
人
な
ど
し
か
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
明
治
時
代
半
ば
に
は
、
一
般
の
人
び

と
に
開
放
さ
れ
た
公
園
と
な
る
な
ど
、
そ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
役
割
を
持
ち
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、

明
治
以
降
の
彦

根
城
の
様
々
な

利
用
例
か
ら
、

近
代
の
彦
根
城

が
歩
ん
だ
歴
史

を
紹
介
し
ま
す
。
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仏
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を
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世
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世
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猶
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研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

陪陪ば
い

臣臣し
ん

か
ら
学
校
教
員
へ

か
ら
学
校
教
員
へ

　
　

―

　
　

―  

石石い
し

居居い

勘勘か
ん

平平ぺ
い

・・
森森も

り

弘弘こ
う

平平へ
い

の
経
歴

の
経
歴  

――

　

明
治
四
年（
一
八
七
一
）の
廃
藩
置
県
直
前

に
、
彦
根
藩
士
の
氏
名
・
家
族
・
住
所
・
禄
高

な
ど
を
記
載
し
た
「
彦ひ

こ

根ね

藩は
ん

士し

戸こ

籍せ
き

簿ぼ

」
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
全
部
で
四
十
二
冊
あ
る
な
か

に
、「
元も

と

陪ば
い

族ぞ
く

」
つ
ま
り
も
と
も
と
陪
臣（
彦
根

藩
士
の
家
来
）だ
っ
た
人
々
を
集
め
て
記
し
た

一
冊
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
に
は
各
個
人
の

事
績
は
記
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
載
録
さ
れ

て
い
る
石
居
勘
平
と
森
弘
平
と
い
う
二
人
の
人

物
は
、
実
は
一ひ

と

廉か
ど

の
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
、
他

の
資
料
か
ら
分
か
り
ま
す
。

　

石
居
勘
平
に
つ
い
て
は
、
彦
根
市
小
泉
町
に

彼
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事
績

や
人
と
な
り
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
彼
は
、
彦
根
藩
儒
を
務
め
た
中な

か

川が
わ

禄ろ
く

郎ろ
う

の
弟
子
田た

中な
か

芹き
ん

坡ぱ

の
も
と
で
儒
学
な
ど
を

学
び
、
学が

く

殖し
ょ
く

が
厚
く
、
彦
根
藩
の（
具
体
的
に

は
藩
校
弘
道
館
の
）助
教
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
に
入
る
と
、
一
度
長
浜
県
庁
に
出
仕
し
ま

す
が
、
明
治

八
年
に
は
犬

上
郡
福ふ

く

満み
つ

小

学
校（
当
初
は

漸せ
ん

明め
い

学
校
と

い
う
名
で
し

た
）
の

訓く
ん

導ど
う

と

な
り
、　

そ
の
後

約
三
十

年
教
育

に
努
め
、
訓
導
退
職
後
も
学
務
委
員
と
し
て
尽

力
し
ま
し
た
。「
廉れ

ん

潔け
つ

恬て
ん

澹た
ん

」（
欲
が
な
く
、
行

い
も
正
し
い
）な
性
格
で
、
教
え
を
受
け
た
者

は
幾
千
人
に
及
ぶ
だ
ろ
う
と
碑
文
に
は
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
正
三
年（
一
九
一
四
）に
七
十
七

才
で
没
し
ま
し
た
。

　

漸
明
学
校
の
教
科
書
が
、
現
在
ま
で
小
泉
町

公
民
館
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
読
み
書

き
・
修
身
・
歴
史
・
地
理
・
算
学
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
が
同
校
で
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
ま
す（『
わ
が
郷
土　

小
泉
の
あ
ゆ
み
』
彦

根
市
小
泉
町
内
会
・
彦
根
市
小
泉
町
公
民
館
発

行
、
平
成
十
四
年
）。

　

森
弘
平
に
つ
い
て
は
、
彼
の
子
息
か
ら
聞
い

た
話
を
収
録
し
て
い
る
西に

し

川か
わ

太た

治じ

郎ろ
う

著
『
な
が

ら
の
さ
く
ら
』（
昭
和
二
年
）を
は
じ
め
、
彼
の

事
績
が
知
ら
れ
る
資
料
が
複
数
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
に
よ
る
と
、
森
弘
平
は
も
と
も
と
大お

お

林は
や
し

権ご
ん

之の

進し
ん

と
い
う
名
前
で
、
中
川
禄
郎
の
門
人

と
な
り
、
大お

お

塩し
お

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

、
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

、
梁や

な

川が
わ

星せ
い

巌が
ん

ら
と
も
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）の
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
際
に
、
彦

根
藩
家
老
の
宇
津
木
泰
交
の
弟
矩
之
允（
号
は

静
区
）が
大
塩
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
諌か

ん

死し

し
た
事
件
が
あ
り
、
そ
の
直
前
に
静
区
が
大

塩
に
与
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
大
林
権
之

進
は
大
坂
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
か
え
っ
て
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
二
年
間
幽
囚
さ
れ
、
疑
い
が
晴
れ
る

も
さ
ら
に
一
年
間
彦
根
藩
家
老
の
木
俣
土
佐
に

預
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森も

り

弘こ
う

右え
衛
門も

ん

と

名
前
を
変
え
、
し
ば
ら
く
目
立
た
な
い
よ
う
に

暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
後
に
藩
校
弘
道

館
の
教
官
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
時
点
で
は
森
弘
平
を
名
乗
っ
て
お

り
、
そ
の
後
さ
ら
に
森
漁ぎ

ょ

山さ
ん

と
名
前
を
変
え
、

弘
平
は
そ
の
子
が
名
乗
り
ま
し
た
。
廃
藩
後
に

は
伊
香
郡
の
教
先
学
校（
現
木
之
本
小
学
校
）の

教
員
に
な
り
、
晩
年
に
は
「
漁
山
小
稿
」
と
い

う
漢
詩
集
を
作
り
、
明
治
十
二
年
、
七
十
才
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

幕
末
に
足
軽
や
陪
臣
・
町
人
な
ど
で
実
力
の

あ
る
人
物
が
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
る
動
き
が

あ
り
、
二
人
が
弘
道
館
の
教
官
に
取
り
立
て
ら

れ
た
の
も
そ
の
流
れ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

だ
け
の
学
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

明
治
に
学
校
教
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

同
様
の
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。
学
識
の
あ
る

陪
臣
は
こ
の
二
人
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
琵
琶
湖

の
魚
類
を
集
成
し
た
「
湖
魚
考
」
の
著
者
小
林

義
兄
は
彦
根
藩
士
の
印い

ん

具ぐ

氏
の
家
来
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、陪
臣
全
員
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

大
身
の
藩
士
の
家
来
の
な
か
の
上
級
の
者
だ
け

の
話
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
家
臣
の

そ
の
ま
た
下
の
家
臣
と
い
う
立
場
に
引
き
ず
ら

れ
ず
に
、
石
居
勘
平
や
森
弘
平
の
よ
う
な
優
秀

な
陪
臣
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
早
川
駿
治
）

彦
根
藩
士
戸
籍
簿
（
表
紙
）

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

　

彦
根
城
博
物
館
の
公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
！
展
覧
会
の

情
報
や
見
ど
こ
ろ
、
一
押
し
の
展
示

作
品
な
ど
を
、
随
時
、

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

彦
根
城
博
物
館
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

彦
根
城
博
物
館
は
、
令
和
四
年
二
月
十
一
日

に
開
館
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は
、

博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
の
記
念
品
を

く
じ
び
き
で
贈
呈
し
ま
す
。
ご
観
覧
と
と
も
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
８
時
30
分
～

　
　

17
時
（
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
会
場　

当
館
脇
見
所

　

＊
く
じ
び
き
へ
の
ご
参
加
は
、
ご
観
覧
の
方

　
　

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

は
じ
め
ま
し
た
！

石
居
勘
平
翁
碑

◆ 臨時休館・一部休室の
お知らせ ◆

　展示ケース改修にともない休館お
よび一部休室をいたします。ご迷惑
をおかけしますがよろしくお願いい
たします。

【休　　館】１月５日（水）
　　　　　  ２月３日（木）　　　

【一部休室】１月６日（木） ～２月
　　　　　  ２日（水）・４日（木）

※工事の進捗状況により期間を延長また
　短縮する場合があります。 彦根城博物館＠hikone_museum
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

12
月
～

月
３

催
し

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

 

25
土
～ 

31
金　
　

休　

館

2月 1月 12月

テーマ展

老いを言祝ぐ
―能の世界から―

1/1 ～ 2/2

　　常設展示 “ほんもの”　　常設展示 “ほんもの”　　

3月

井伊家近代文
書からみる

彦根城

11/27～12/24

テーマ展

 

8
火　
　
　
　
　

休　

館

合戦の現場
―井伊家の軍勢と集団戦―

3/11 ～ 4/12

テーマ展

雛と雛道具
2/5 ～ 3/7

特別公開

8
水　
　
　
　
　

休　

館

11
土

講
座
講
座
「
彦
根
城
と
近
代
」

19
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
相
続
す
る
彦
根
藩
足
軽
」

19
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
彦
根
藩
足
軽
組
の
組
織
構
造
」

9
土
ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
老
い
を
言
祝
ぐ

5
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
雛
と
雛
道
具

12
土
ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
合
戦
の
現
場

開
館
記
念
日

11
金・祝

5
水　
　
　
　
　

休　

館

11
土

講
座
講
座
「
能
に
見
る
老
い
の
世
界
」

 

3
木　
　
　
　
　

休　

館

寒
月
の
茶
席

寒
月
の
茶
席

　

藩
主
の
住
ま
い
を
復
元
し
た
木
造
棟
で
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

お
茶
と
お
菓
子
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

　
　

①
18
時
～
18
時
30
分　

②
18
時
45
分
～
19
時
15

　
　

分　

③
19
時
30
分
～
20
時　

※
各
回
30
分
制

■
会
場　

当
館
木
造
棟

■
料
金　

１
服
５
０
０
円
（
抹
茶
・
季
節
の
生
菓
子
）

■
定
員　

各
回
８
名

■
申
込
方
法　

予
約
制
。
各
開
催
日
の
前
日
17
時

　
　

ま
で
に
、
お
電
話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

＊
展
示
室
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

講
座
講
座

■
日
時
・
演
題
・
講
師

①
12
月
11
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　
テ
ー
マ
展「
井
伊
家
近
代
文
書
か
ら
み
る
彦
根
城
」

　
関
連
講
座
「
彦
根
城
と
近
代
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔭
山
兼
治
（
当
館
学
芸
員
）

②
１
月
11
日（
土
）14
時
～
15
時
30
分

　　

テ
ー
マ
展
「
老
い
を
言
祝
ぐ
」
関
連

　
講
座
「
能
に
見
る
老
い
の
世
界
」

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

③
２
月
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　
講
座
　
私
の
研
究
最
前
線
「
相
続
す
る
彦
根
藩

　
足
軽
」　
　
　
　
　
　
早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

④
３
月
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　　

講
座
　
私
の
研
究
最
前
線
「
彦
根
藩
足
軽
組
の

　
組
織
構
造
」

　
　
　
　

北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

①
～
④
共
通
事
項

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
35
名

■
資
料
代　

１
０
０
円

■
受
付　

当
日
受
付
（
先
着
順
、
13

　
　

時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

4
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

催
し
催
し
　　
寒
月
の
茶
席

5
日

催
し
催
し
　　
寒
月
の
茶
席

 との出会い との出会い

3/
9 ・ 10

展示替により
一部休室

１/
6 ～

 ２/
2

展示ケース改修により
一部休室

2/
4

展示替により
一部休室

21
月・祝

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

「「
側
役
日
記
」
か
ら
見
る
殿
様
の
姿
」

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会  

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

　
「
殿
様
の
日
常
生
活
」
の
解
明
に
向
け
、
当
館
が

進
め
て
い
る
研
究
会
の
現
段
階
で
の
成
果
と
課
題

を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

　
　

３
月
21
日
（
月
・
祝
）
13
時
～
16
時
30
分

　
　
「「
側
役
日
記
」
か
ら
見
る
殿
様
の
姿

　
　
　
　
　

−

井
伊
直な

お

幸ひ
で

の
初
入
国
を
中
心
に

−

」

■
会
場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
報
告
者　

有
坂
道
子 

氏
（
京
都
橘
大
学
）、
並
木

　
　

昌
史 

氏
（
徳
川
美
術
館
）、三
宅
正
浩 

氏
（
京

　
　

都
大
学
）、
北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
受
講
料　

5
0
0
円

■
定
員　

60
名

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
。

　
　

①
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

　
　

②
往
復
は
が
き　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面

　
　
　

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の

　
　
　

宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
当

　
　
　

館
「
彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会
」
係
に
郵

　
　
　

送
（
１
人
１
通
）。

■
申
込
期
間　

２
月
１
日（
火
）～
３
月
８
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

＊
必
着

翁
扇

吉
田
家
系
図

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講
座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
状
況
に

よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、彦
根
市
や
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ツ
イ
ッ
タ
ー

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


